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2019/7　①4.35％　②2.64％　③3.28％（月末値）
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（注）新築住宅価格は低所得者向け住宅を除くもの。

グラフで見る中国経済 2019 年８月号（Ｎｏ．１２３） 

４～６月期の中国の実質ＧＤＰ（国内総生産）は前年比+６．２％（前期は同+６．４％）と、成長率が再び低下し

た。４～６月期には、通関輸出が同-１．０％（前期は同+１．４％）と減少し、成長率を押し下げた。米国の対中貿

易制裁が響いた。同期の固定資産投資も同+５．５％（前期は同+６．３％）と２四半期連続で減速した。内訳をみる

と、製造業が１～３月期をさらに下回る低い伸びにとどまり、また公共インフラ関連も低い伸びで推移している。一

方、家計部門では、４～６月期の小売売上高が同+８．５％（前期は同+８．３％）と伸びをやや高めた。 

【今月のトピック：設備稼働率は上昇】 中国国家統計局の発表によると、中国の鉱工業の設備稼働率は２０１９年４～

６月期に７６．４％（前期は７５．９％）と４四半期ぶりに上昇した。設備稼働率を業種別にみると、特に非金属鉱物製造

業（１～３月期：６７．４％→４～６月期：７０．８％）や石炭採掘業（１～３月期：６８．２％→４～６月期：７０．７％）の上昇

が目立った。同期の鉱工業生産（１～３月期：前年比+６．４％→４～６月期：同+５．６％）が減速したものの、習近平体

制の指導を受けて、企業間の吸収合併が推進され、過剰設備の整理が進んだことが背景にあるとみられる。 

（出所）中国人民銀行、中国国家統計局、ブルームバーグ 
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（出所）中国国家統計局、中国海関総署、中国商務部、中国汽車工業協会、中国物流購買連合会、中国人民銀行、ＣＥＩＣ、ブルームバーグ 
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